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【略歴等】

1973 年 8 月 14 日川上町生まれ

2012 年 初当選（現在 3 期目）

建設委員長、決算特別委員会委員長

議会運営委員会副委員長などを歴任。

現在：議会運営委員・市民文教委員長 

　今回の9月補正は、約8億3,490万円、主な内

容は、客引き行為等対策経費、鹿児島レブナイズのファ

ン拡大等に要する経費、商業高校の学科再編や男女共学

化に伴う施設改修費などとなっています。

　また、私達の会派から国の来年度予算に対し物価高騰

等で厳しい地方への財政措置を求める「地方財政の充実

・強化を求める意見書」を提出し全会一致で採択されました。今後も、鹿児島市

の実情に沿った行政サービスを継続するために各面から取組んでまいります。

市長：知事とは、県市間で緊密な
連携を図ることが重要であるとの

認識を共有している。お会いする機会
において、まちづくりに関する様々な
意見交換を行っていることから、意思
疎通は図られている。また、関係団体
に対しても、機会を捉えて、意見交換
を行っているところであるが、今後、
ゾーニングの議論が本格化することか
ら、北ふ頭におけるスタジアムの実現
可能性が位置付けられるよう、県や関
係団体との意思疎通には、これまで以
上に意を用いてまいりたい。

今回の見直しは、｢あいばす｣を
運行している11地域すべてを対

象としている。実証実験については、
現在の「あいばす」による運行におい
て、ルートの長大化や利用者の減など

の課題があるこ
とから、利用者
の予約に対して
Al技術による最
適な運行ルート

の選択・配車を行い、利用者ニーズや
費用対効果等、各面から検討を行い、
地域特性に応じた新たな交通手段の導
入の可能性を検証し、R8年度より順
次実施していきたい。

本市のマイナンバーカード保有
率は77. 3％。マイナンバー関連

のトラブルは現在確認されていない。
また、制度への不安等を理由とした本
市への返納件数は29件。
　健康保険証との一体化については、
今後、国が総点検の実施などにより国
民の信頼回復を図りながら運用されて

いくものと認識してお
り、本市としては、周
知・広報を図るなど、
市民の不安解消を図り
ながら、適切に対応し
てまいりたい。

R４決算収支＋66億円、商業高校共学／学科再編・合葬墓条例

多機能複合型スタジアム整備に
ついて関係者との意思疎通は？
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オンデマンド交通実証実験と
｢あいばす｣の見直しについて

　今議会において、市政全般に渡り全

21項目の質疑を交わしました。以下、

主な質疑の内容をお知らせいたします
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■ 市営合葬墓条例と合葬墓設置事業

■ 西伊敷住宅の工事請負契約

■■令和 4 年度決算について■■

■ 商業高校の共学化・学科再編

■ 一 般 会 計

・一般会計歳出 2,879 億 7,059 万 3 千円

※ 実質収支　65 億 9,111 万 2 千円の黒字

■ 企 業 会 計

・病　院　　4 億 7,573 万 4 千円の純利益

・交　通   　1 億 1,801 万 ７千円の純損失

・水　道　 15 億 9,102 万 8 千円の純利益

・船　舶　　3 億 5,256 万 7 千円の純損失
※ 交通事業は軌道・自動車を含む、水道は上下水道・工業用含む

令和 4 年度決算

　議会において、
市営合葬墓条例
の制定とその関
連予算が議決さ
れました。

　設置場所は市営の星ヶ峯墓園内、
規模として、最大 3,000 柱を埋蔵
可能な施設を予定しています。

　また、条例で使用料を設定し、
合葬室￥38,000、個別埋蔵室が
￥88,000 となりました。
　今後のスケジュールとしては、
12 月に使用者の募集を開始、
令和 6 年 2 月より供用開始の予定
となります。
　今後、市民のひろばやホームペー
ジ等により周知広報を行っていく
予定です。

　西伊敷 7 丁目の西伊敷住宅 45
号棟の工事請負契約の締結が議決
されました。
　高層耐火構造住宅の 8 階建、個
数は 40 戸、工事期間は令和 7 年
1 月 22 日までとなっています。

■ 川上町の道路陥没の修復が終わりました

　一般会計は、歳出 2,879 億 7,059
万 3 千円、歳入 2,970 億 4,731 万 6
千円で、翌年度へ繰り越す財源を差し引
いた結果、65 億 9,111 万 2 千円の黒
字となりました。
　令和 4 年度は、最優先課題である新
型コロナ感染症拡大防止と社会経済活動
の両立に取り組みながら、将来において
も鹿児島市が持続的に発展していくため
の諸施策を進めました。
　

　R６年度からの男女共学化等に
伴い、女子トイレや女子更衣室等
の整備に約 5,900 万円の補正予
算が議決されました。来年 4 月ま
でに、2 ヶ所の女子トイレと 1 ヶ
所の更衣室が整備される予定です。
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